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自立分散型のネットワーク 
社会づくりへの挑戦 

2018年4月17日 
バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）第174回研究会 

アミタ株式会社  
櫛田 豊久 
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アミタグループ概要 
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アミタホールディングス（株）会社概要 

アミタ（株） 

本社 ：京都府京都市中京区秋野々町535番地  
代表者 ：熊野 英介 
資本金 ：474,920,000円 
従業員数 ：149名（連結）※2018年1月1日現在 

証券コード：2195（東証JASDAQ市場上場 ） 
 
2002年6月 国内企業4番目に 
国連グローバル・コンパクトに加入 

（株）アミタ持続可能経済研究所 

本社 ：東京都千代田区九段北三丁目2番4号  
代表者 ：佐藤 博之 
資本金 ：473,239,890円 
設立 ：1977年4月1日 

本社 ：京都府京都市中京区秋野々町535番地  
代表者 ：佐藤 博之 
資本金 ：20,000,000円 
設立 ：2009年2月2日 

アミタグループは、『持続可能社会の実現』をミッションとする未来デザイン企業です。発展すれば
するほど「自然資本」と「人間関係資本」が増加する社会創りを目指します。 
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アミタグループ 事業領域と実績概要 

2 

・取引先企業数 1,200社以上 
・100％リサイクル 
  ・自社運営工場 国内5カ所、海外2カ所 
  ・パートナー工場 国内3カ所 
 ・資源生産量 約16万t（2016年） 

・持続可能な町づくりを官民連携で実践中 
（宮城県南三陸町） 
・地域活性・自然再生の支援地域多数 
（日本全国各地＋パラオ共和国） 
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アミタグループの主なサービスラインナップ 
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宮城県南三陸町|バイオマス産業都市構想 
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バイオガス施設～南三陸BIO 
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宮城県南三陸町｜資源・食・エネルギーの循環 

資源・食・エネルギー
の循環 

バイオガス施設で生まれた 
資源（液肥）の積極活用 

町民による 
いのちめぐる教育 

全住民参加の 
生ごみ分別 

安心・安全な 
農作物 
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宮城県南三陸町｜地域の声 
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これまで町の取り組みや課題に関わ
る機会がなかった生徒たちに、自分
たちがこの町を作っていくという意識が
生まれ、将来的な課題をも考えるよ
うになったんですよ。 
宮城県志津川高校 校長 山内 松吾さん 

なぜこれ（分別回収）をするんだろ
うと考えた時に、未来はこうなったらい
いなと思っていた町のイメージ、命は
つながっている、ということに結び付い
たんです。 
上山八幡宮 禰宜 工藤 真弓さん 

分別を始めてからの一番の大きな成
果は、人と人のつながりができて、そ
れがどんどん広がっていること。里の農
家や山の林業家の方とのご縁ができ、
お金に代えられない関係性の豊かさ
が広がっている実感があります。 
ニュー泊崎荘 常務取締役 佐藤 洋子さん 

検索 バケツ一杯からの革命 
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宮城県南三陸町｜住民主体の街づくり 

佐藤 太一氏 
後藤 清広氏 
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宮城県南三陸町｜住民主体の街づくり 

佐藤克哉氏 

めぐりんちゃん 

メタンくん 

阿部 博之氏 工藤 真弓氏 

阿部 博之氏 
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宮城県南三陸町で築いてきたこと 

 資源・エネルギー・食の 
循環システム 

  コミュニティの関係性インフラ 

１ 

２ 

さらに… 
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全住民参加でごみの徹底資源化を実現させ、未来に誇れるまちへ！ 

衛生ごみ 

プラスチック類 

BIO投入以
外の有機物 

オムツやティッシュ等 

雑紙/雑布等 

し尿 
浄化槽汚泥 

生ごみ 

周辺施設で処理 

資源ごみ 各種資源化 

固形燃料化
(RPF) 
又はセメント化 

堆肥化 

資源化・熱回収等 

※過渡期には 

バイオガス施設
(BIO) 

電気・熱 

肥料（液肥） 

ほぼすべてが価値になる！ 

ボイラー燃料 

建材、骨材 農産物 

熱利用 

※缶/ビン/PET/紙など 

「資源物」 ⇒  
まずは約90％
資源化へ 

まち 

目指す路線 

有機物を資
源・エネルギー
に変える「バイ
オガス施設」 

地域内
外のネット
ワークと技
術を活か
した「資
源リサイ
クル」 

http://www.google.co.jp/url?url=http://01.gatag.net/0005747-free-illustraition/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0ahUKEwjCruHxiajWAhVGUbwKHekABpsQwW4IHjAD&usg=AFQjCNELllLFRYR8Uurm9JGgZqGUaYi8FA
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液肥 

いつでも 
持ち込み 

資源物 

ポイント還元等 

農産物や 
特産品等 

有価物 
原燃料 

資源化機能 

雇用 
創出 

交流 防災 

農産物や特産品等 

資源・エネルギー・食の循環 と つながり の拠点。 

将来的には 地域自治機能拠点 へ 

分別 
指導員 

食の 
循環 etc・・・ 

農産物や 
特産品販売 

交流スペース 

将来的には、介護・育児・ 
医療・教育等の要素も 

もったいないステーション(MST)は“循環”と“交流”を担う場所 

http://www.google.co.jp/url?url=http://01.gatag.net/0005747-free-illustraition/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0ahUKEwjCruHxiajWAhVGUbwKHekABpsQwW4IHjAD&usg=AFQjCNELllLFRYR8Uurm9JGgZqGUaYi8FA
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コミュニティの関係性インフラをベースに第二の公を目指す 

・中央集権 
・グローバル 
・近代の資本主義モデル 

・自立分散 
・官民連携（PPP型） 
・地域間ネットワーク 

・出資/参画/利用 
・相互扶助 
・協働のまちづくり 

今までの社会 目指す社会 

健康 

防災 

関係性の 
豊かさ 

居場所 
出番 

安心 
安全 

心豊かな
暮らし 

第二の公が 
提供する価値 

シフト 
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可燃ごみ・ 
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

熱・ 
燃料ガス 

生ごみ・ 
し尿 

熱・電気 
・冷媒 

液肥 

農産加工残さ 

農産物・薬草 

牧草・敷材 

家畜糞尿 

乳製品 

森 

里 

森林活用 

田畑 

もったいない 
ステーション 

宅配拠点 

社会コンビニエンス事業モデル 

少子高齢化と 
地域経済衰退等の 
社会課題を解決 

居場所カフェ 
寺子屋 

包括ケア 
システム 

教育・
育児 

医療・
福祉 

資源 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 

交通 

健康ジム 

食料 

防災拠点 
(自給シェルター) 

誰もが心豊かな時間を過ごすことができ 
安心・安全を得ることができる社会システムを提供 

多世代交流
施設 コワーキング 

スペース 

シェアキッチン 

DIY広場 
（シェア工具） 

3Dプリンター
工房 

シェア畑 
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ご案内：アミタグループfacebookページ毎日更新中！ 
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アミタグループお問い合わせ担当 
TEL: 0120-936-083(フリーコール)  

メールアドレス: contact@amita-net.co.jp 

検索 アミタホールディングス 
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ご案内：無料情報サービス｜登録受付中 
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持続可能な地域・社会づくりに役立つ   

社会デザイン通信(月に1回)  

アミタグループの更新情報の中から、 
特に「持続可能な地域づくり・社会づくり」に 
役立つ話題だけをピックアップしてお届けします！ 
  
▼このような方におすすめです！ 
・自治体の企画課、保健福祉課、産業振興課の方 
・官民連携の地域づくりにご興味のある方 
・企業の経営戦略や事業開発、オープンイノベーションを担当されている方 

  
▼関連キーワード 
サーキュラーエコノミー、シェアリングエコノミー、地方創生、地域循環共生圏、 
バイオマス産業都市構想、環境モデル都市、環境未来都市、定住自立圏構想 など 

登録はこちら↑ 


